
◎ものづくり基盤技術振興基本法
（平成一一年三月一九日法律第二号）（参）　　

一、提案理由（平成一一年三月一〇日・参議院本会議）

○須藤良太郎君　ただいま議題となりましたものづくり基盤技術振興基本法案につきま

して、経済・産業委員会を代表して、その提案の理由及び内容の概要を御説明申し上げ

ます。

ものづくりという言葉で象徴される製造基盤技術及びその担い手である労働者は、国

の存立基盤にかかわる重要な経済的、社会的役割を果たしておりますが、近時、経済の

多様かつ構造的な変化による影響を受け、製造業の衰退が懸念されるとともに、ものづ

くり基盤技術の継承が困難になりつつあります。

こうした背景から、ものづくり基盤技術の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推

進するため、本法律案を提案した次第であります。

次に、本法律案の内容を御説明申し上げます。

本法律案は、第一に、前文で、ものづくり基盤技術が国民経済において今後とも重要

な役割を果たしていく旨を宣言するとともに、ものづくり基盤技術に関する能力を尊重

する社会的機運の醸成、ものづくり基盤技術の積極的な振興等を法律運用の基本理念と

して示しております。

第二に、ものづくり基盤技術とは、工業製品の設計、製造または修理に係る技術のう

ち汎用性を有し、製造業の発展を支えるものとしております。また、ものづくり基盤技

術振興のため、ものづくり事業者、ものづくり労働者等に対し、研究開発の振興、産業

集積の促進、雇用の確保等、必要な施策を講ずることとしております。

第三に、政府は、ものづくり基盤技術の振興に関する施策の総合的かつ計画的推進を

図るため、ものづくり基盤技術基本計画を策定しなければならないこととしております。

以上が本法律案の提案の理由及び内容の概要であります。

何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願い申し上げます。

（注）　参議院においては、委員会の審査は省略された。

二、衆議院商工委員長報告（平成一一年三月一二日）

○古賀正浩君　ただいま議題となりましたものづくり基盤技術振興基本法案につきまし

て、商工委員会における審査の経過及び結果を御報告申し上げます。

本案は、国民経済に極めて重要な役割を果たすものづくり基盤技術について、その振

興のための施策を総合的かつ計画的に推進しようとするものでありまして、施策の基本

理念及び実施すべき基本的施策等について定めるものであります。

本案は、参議院提出に係るもので、去る三月十日当委員会に付託され、本日参議院経

済・産業委員長から提案理由の説明を聴取した後、直ちに採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと議決いたしました。



なお、本案に対し附帯決議が付されました。

以上、御報告いたします。

○附帯決議（平成一一年三月一二日）

政府は本法施行に当たり、次の事項について特段の配慮をすべきである。

一　ものづくり基盤技術基本計画を関係省庁の緊密な連携の下で速やかに策定し、もの

づくり基盤技術の振興に向けた施策の確立とその具体化に努めること。

二　ものづくり基盤技術の振興に大きく寄与する各種催しについては、国民の理解と関

心を深める上での貴重な機会であることにかんがみ、関係機関はその開催に当たり積

極的な支援を行うこと。


